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釧 路 湿 原 水 域 図

顧
、

ま

え

が

き

釧
路
湿
原
内

の
水
域

は
、
こ
の
広
大
な
原
野
内

を
大
き

く
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
て
行
く
釧
路
川
を
基

に
、

こ
れ
に
注

入
す

る
各
支
流
河
川
、
及
び
湿
原

の
東
側
で
、
釧
路
川
を
南
北
に
並
ぶ

シ
ラ
ル
ト

ロ

沼
、
塘
路
湖
、
達
古
武
沼
な
ど
の
湖
沼
群

、
そ
れ

に
湿
原
中
央

部
の
大
部
分
を
占
め
る
と

こ
ろ

の
流

れ

の
ほ
と
ん
ど
な

い
、

い
わ
ゆ
る
水
溜
り
と
な

っ

て
い
る
沼
池
な
ど
で
あ

る
。

こ
の
よ
う
に
湿
原
内

の
水
域
は
、
河
川
、
湖
沼

及
び
沼
池

の
三

つ
に
大
別
さ
れ
る
が
、
そ

の
高
度

は
低
く
、
標
高

一
〇

m
を
越
え

る
と
こ
ろ
は
ほ
と

ん
ど
な

い
状
態

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
河
川

に
お

い
て
も
水
流

は
比
較
的
ゆ
る
く
、
中

・
下
流
部
に

位
置
づ
け
ら
れ

る
。

こ
の
水
域
内

に
生
息
す
る
魚
類
に
は
、
食
用

と

し
て
産
業
上
重
要
な
種
類
や
、
遊
漁
の
対
象

と
し

て
多
く

の
釣
り
人

に
親
し
ま
れ

て
い
る
も
の
な
ど

を
含
み
、
分
布
が
国
内

で
も
こ
の
地
方
特
有

な
も

の
で
、
動
物
地
理
学
上
、
特
に
貴
重
な
種

類
も
あ

る
。
そ
の
生
活
史

に
お
い
て
、
魚
自
身

の
生
理
的

条
件
、
産
卵
と

か
索
餌
と
か
の
要
因
に
よ
り
、
生

活

の
全
部
を
淡
水
中

で
経
過
す
る
も

の
や
、
す
く

な
く
と
も
、
あ

る
時
期

に
は
海
水
域

か
ら
淡
水
域

に
移
動
し
て
く
る
も

の
な
ど
各
種
類
が
相
当
な
区

間
を
行
動

し
か

つ
混
棲

し
て
い
る
場
合
が
多

い
。

し
か
し
な
が
ら
水
産
業
上
重
要
な
種
類

は
別
と

し
て
、
多

く
の
魚
類
に

つ
い
て
は
、
そ
の
分
布
、

生
態
な
ど
い
ま
だ
充
分

に
調
査
が
行
き
と
ど

い
て

い
る
と
は
い
え
ず
、
未
知

の
分
野
が
非
常

に
多
い

現
状
に
あ

る
。
釧
路
市

は
、
昭
和
四
十

六
年
よ
り

釧
路
湿
原
の
総
合
調
査

を
実
施

し
て
い
る
。
筆
者

も
、
そ
の
調
査
員
の

一
人
と
し

て
こ
の
水
域
の
魚

類
相

の
把
握

に
努
め
、
若
干

の
調
査
観
察
を
行

っ

て
き
た

の
で
、
従
来
の
知
見

に
過
去

の
資
料
、
地

元
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
な
ど
も
併
用
し
て
、
釧

路
湿
原
内
魚
類
の
生
息
状
況

の
概
略
を
記
し
て
み

た
次
第

で
あ
る
。

二
、

湖

沼

湿
原

の
東
側
に
は
、
北

か
ら
南

に
シ
ラ
ル
ト

ロ

沼
、
塘
路
湖
、
達
古
武
沼
と
大
型

の
湖
沼
が
並
列

し
、
い
ず
れ
も
釧
路
川
本
流
に
排

出
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
湖
沼
で
は
内
水
面
漁
業

が
行
わ
れ
、
特

に
塘
路
湖

は
そ

の
産
額
が
大
き

い
。

シ
ラ
ル
ト

戸
沼
の
魚
は
塘
路
漁
業
組
合

の
管
理

下
に
あ

る
が
、

こ
こ
で
の
漁
業
は
ウ
グ
イ

の
本
流

か
ら
の
渕
湖
期
と
降
下
期
を
ね
ら

っ
て
の
刺
網

一

〇
～
二
〇
枚
程
度
を
使
う
小
規
模
な
漁
業
し
か
行

わ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
漁
業

の
対
象

と
な

る
ウ
グ

イ
は
、
主
群
が
十
月
頃
よ
り
十

一
月
に
か
け
て
、

釧
路
川
本
流
よ
り
こ
の

シ
ラ
ル
ト

ロ
沼
に
入
り
、

氷

の
下
で
越
冬
し
、
春
四
月
頃
、
氷
が
融
け
始

ま

る
と
と
も
に
再
び
本
流
に
下

る
全
長
三
〇

cm
前
後

の
も

の
で
あ

る
。
そ
の
他
、

ワ
カ
サ
ギ
、
イ
ト
ウ
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コ
イ
な
ど
が
漁
獲
さ
れ
る
が
ご
く
わ
ず
か
で
、
漁

民

は
塘
路
湖

の
ワ
カ
サ
ギ
や

フ
ナ
を
専
ら
主
対
象

魚
と

し
て
い
た
た
め
、

こ
の

シ
ラ
ル
ト
ロ
沼

で
の

漁
業

は
さ

ほ
ど
重
要
視
さ
れ
な

い
ま
ま
今
日
に
い

た

っ
て
い
る
。
こ
の
沼

に
生
息
す

る
魚
類
は
前
記

の
ウ
グ
イ
、

ワ
カ
サ
ギ
、

コ
イ
、
イ

ト
ウ
の
他

に

フ
ナ
、

ヤ
チ
ウ
グ

イ
、

ア
メ

マ
ス
、

ハ
ぜ
類

(
ウ

キ
ゴ
リ
、
ピ
リ
ン
ゴ
、

チ
チ
ブ
)
、
イ
バ
ラ
ト
ミ
ョ

な
ど

で
あ

る
。

塘
路
湖
は
腐
植
質

の
含
有
量
が
か
な
り
多

い
が

調
和
的
生
産
力
が
高
く
、
か
な
り
富
栄
養
化
し

て

い
る
。
生
物
相
も
多
彩
で
、

ワ
カ
サ
ギ
を
主
と
す

る
漁
業
生
産
も
多

い
。
こ
の
湖

に
生
息
す
る
魚
類

に

つ
い
て
地
元
漁
業
者

か
ら
聴

取
し
た
も

の
を
例

記
す

る
と
、

ワ
カ
サ
ギ
、

ウ
グ

イ
、

コ
イ
、

フ
ナ

ウ

ナ
ギ
、

ハ
ゼ
類
、

ア
メ

マ
ス
、
イ

ト
ウ
、

ヤ
チ

ウ
グ
イ
、
イ
パ

ラ
ト

ミ
ヨ
、
ド

ジ

ョ
ウ
、
サ
ク
ラ

マ
ス
、
サ
ケ
等
と
な
る
。

こ
こ
で
の
漁
業

は
湖
岸

住

民
に
よ
り
、
漁
業
協

同
組
合
を
設
立
し
て
の
計

画
的
な
生
産
が
行
わ
れ
て

い
る
。
対
象
と
な
る
魚

類

は
、

ワ
カ
サ
ギ
、
ウ

ナ
ギ
、
ウ
グ
イ
、

ハ
ゼ
類

エ
ビ
、

フ
ナ
、

コ
イ
、
ド

ジ

ョ
ウ
な
ど
が
主
な
も

の
で
、
漁
獲
量
量
中
首
位
を
占

め
て
い
る
ワ
カ
サ

ギ

の
地
曳
網

漁
業

が
主
体

で
あ

る
。

こ
の
ワ
カ
サ

ギ
の
な
か
に
は
、
別
種

の
イ

シ
カ
リ
ワ
カ
サ
ギ
と

い
う
純

淡
水
性

の
在
来
種
が
あ

る
。
道
内
に
お
け

る
イ

シ
カ
リ
ワ
カ
サ
ギ

の
主
な
生
息
地
は
、
石
狩

川

の
古
川
と
さ
れ

て
い
る
が
、
塘

路
湖

に
も
そ
の

い 十 よ 昭 こ ろ 可 殖 ナ 高 て 地 は で い を そ に が て に 内 ナ 然 あ た 生
た 六 り 和 と う 能 事 ギ く 水 方'塘 あ う み の は'い 生 の ギ 産 る わ 息

る 年 同 五 で と で 業 の' 温 と こ 路 る こ た 生 稀 過 な 息 河 は の 。 け を
ま に 三 年'の あ も 増 ウ が し の 湖 。 と と 息 に 去 い し 川 道 ウ 天 で み

S:春A:秋)(R:周 年水 域 別 生 息 魚

沼 地

湿 原
中央部

湖釧路川各支流本 流釧 路 川

儲 麟湖嚢繍 希下 流 中 流 上 流河 口 下 流 中 流 上 流
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で
数
回

に
わ
た
り
放

流
事
業
が
試
み
ら
れ
た
。
そ

し

て
現
在

で
も

ハ
エ
ナ
ワ
や
小
定
置
網
な

ど
で
、

こ
の
漁
獲
が
わ
ず

か
な
が
ら

は
あ
る
。
し
か
し
最

近

で
は
移
殖
放
流
が
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
や

が

て
そ

の
姿
も
消
滅

し
て
し
ま
う
の
で
あ

ろ
う
。

コ
イ
お

よ
び

フ
ナ
は
、

ワ
カ
サ
ギ
と
と
も

に
生
産

の
う
え

で
重
要
な
種

で
あ

る
。

こ
れ
ら
の
種

は
比

較
的
広
温
性

で
あ
り
、
水
温

の
変

化
に
も
強

く
耐

え

る
こ
と
が

で
き
る
た
め
湖
沼
養
殖
の
最

適
種

と

考
え
ら
れ
、
従
来
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
生
息

は
あ

っ

た
が
、
稚
魚

の
放
流
が
行
わ
れ
て
い
る
。

特

に
フ
ナ
に
お

い
て
は
、
道
南

の
大
沼
と
同

じ

よ
う
に
ゲ

ソ
ゴ

ロ
ウ
ブ

ナ
の
移
殖
と
そ

の
成
長

の

良

さ
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
湖

で
の
フ
ナ
の
産
卵

期
は
七
～

八
月
、

コ
イ
は
七
～
九
月

で
、

こ
の
期

間
中
と
も

に
岸
近
く

に
集

ま

っ
て
き

て
、
ベ
カ

ン

ベ
や
、

マ
コ
モ
の
よ
う
な
水
草

に
卵
を
産

み

っ
け

る
。
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
漁

獲
対
象
と
し
て
ウ
グ

イ

が
あ

り
、
年
間

一
万
㎏
以
上
の
高

い
漁
獲
量
が
あ

る
。
ま
た
雑
魚
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
佃
煮
の
原
料

と
さ
れ

る
も
の
に

ハ
ゼ
類
が
あ
る
。

こ
の

ハ
ゼ
の
仲
間

で
は
、
ピ
リ

ン
ゴ
が
主

で
、

そ
れ

に
ウ
キ
ゴ
リ
と

チ
チ
ブ
が
入
る
。
特
異
な
も

の
と
し

て
、
こ
の
湖
で
ド
ジ

ョ
ウ
が
、
混
獲
さ
れ

る
。

こ
れ
は
、
水
温
が
高

い

(
夏
季
最
高

二
七
～

二
八
℃
)

こ
と

に
起
因
す
る
も
の
ら
し
い
。
か

つ

て
、
ウ

ナ
ギ
の
種
苗
が
移

殖
さ
れ
た
時

に
混

入
し

て

い
た
ド
ジ

ョ
ウ
が
、
安
定

し
た
水
温

の
も
と

で

繁
殖
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
湖

に
お
け

る
ド

ジ

ョ
ウ

の
分
布

は
特
殊
な
も

の
と
考

え
て
よ
い
。

湖
河
性
魚
類
と
し
て
サ
ケ

・
マ
ス
類
が
あ
る
が
、

注

入
河
川

に
て
サ
ク
ラ

マ
ス
の
産
卵
が
行
わ
れ
、

多
数

の
ヤ

マ
ベ
の
釣

獲
が
あ
る
。
春
四
～
五
月
、

海

よ
り
潮
河

し
た

サ
ク
ラ

マ
ス
が
本
流
を
経

て
こ

の
湖

に
入
り
、
秋

に
な

っ
て
注
入
河
川
を
産

卵
場

と
す
る
わ
け

で
、
湖
が
親
魚

の
産
卵

及
び
降
海
す

る
ギ

ン
ケ
ヤ

マ
ベ
の
通
路
と
な
る
。

ま
た
春
季
、
釧
路
川
本
流
よ
り
降
下
し

て
き
た

サ

ケ
の
幼
魚

の

一
部
が
塘
路
湖
の
排
水

口
よ
り
湖

に
入

っ
て
群
泳

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

こ
の
時
期

釧 路 湿 原 魚 類 目 録

円 口 綱Cyclostomi

ヤ ツ メ ウ ナ ギ 目PetromyzOntida

ヤ ツ メ ウ ナ ギ 科Petromyzontidae

ス ナ ヤ ツ メE"'os1)加 ηπs7擁 ∬ π〃 ゴDybowski

カ ワ ヤ ツ メEπ1osρ 加 微sブ ⑫o短cπs(Martens)

硬 骨 魚 綱Osteichthyes

チ ョ ウ ザ メ 目Acipenserida

チ ョ ウ ザ メ 科Acipenseridae

チ ョ ウ ザ メ ∠4cψ6〃s〃 吻漉σ40ゴHilgendorf

ニ シ ン 目Clupeida

サ ケ 科Salmonidae

サ ケ0〃60功y駕 加sた 吻(Walbaum)

カ ラ フ トマ ス0π607勿"c加sgoノ ∂〃so乃 σ(Walbaum)

サ ク ラ マ ス(ヤ マ ベ)0πcoノ 勿2πo加s吻 αso〃(Brevoort)

マ ス ノ ス ケ0ηoo〆 勿 πo加3'so加 鰐!so加(Walbaum)

イ ト ウH〃o乃oρ 〃7ツ'(Brevoort)

ニ ジ マ ス5α1〃309σ 〃4π 〃 露 〃 ゴ46πs(Gibbons)

ア メ マ ス(エ ゾ イ ワ ナ)Sα ん〃 ππ31θ 〃60〃zσ6η's(Pallas)

キ ュ ウ リ ウ ォ 科OSmeridae

シ シ ャ モSρ 〃 勿o乃 〃sJσ"c601α!πs(Hikita)

ワカ サ ギEン ρo吻6sπso〃4πs(Pallas)

チ カ'亙yρo〃zθ3π3ノ σρo〃'`〃3(Brevoort)

キ ュ ウ リ ウ オOs〃z〃 〃ε48〃'ε κ(Steindachner)

:コ イ 目Cyprinida

コ イ 科Cyprinidae

ウ グ イTプ 必01060π 勿 んo"θ"sお(G面nther)

エ ゾ ゥ グ ィTノ 必01040"θgoθOkadaetIkeda

ヤ チ ウ グ イ 忽 〃oooρ 〃6π%グ πs(Pallas)

コ イqy2り7勿 π30α η妬oLinn6

フ ナCα7σsε 伽soα プαs5伽sTemmincketSchlegel

ド ジ ョ ウ 科Cobitidae

ド ジ ョ ウ ルπ39π プ〃πsOl㎎ 〃〃〃cαπ40!π3(Cantor)

フ ク ド ジ ョ ウ 、Bα7∂α'〃 σ'oπ'(Dybowski)

ウ ナ ギ 目Anguillida

ウ ナ ギ 科Anguillidae

ウ ナ ギ ∠4π9〃'〃 σ ノ@o"'oαTemmincketSchlege1

トゲ ウ オ 目Gasterosteida

トゲ ウ オ 科Gasterosteidae

エ ゾ ト ミ ョp勿 ㎎ 露 伽3砂 〃z6πs∫s(Nikolsky)

イ ノミラ ト ミ ヨ1)z6㎎ 〃ゴz6s1り%π9∫'ゴz6s(Linn6)

イ ト ヨ041s泥 〆0316z弼{70z616σ'z63(Linn6)

ス ズ キ 目Percida

ク モ ・・ゼ 科Gobiidae

ウ キ ゴ リC」 勿 召πρgo∂ 伽 ε 〃o'48痂o(Hilgendorf)

ピ リ ソ ゴC乃 α6πρgo∂ 伽soαs'8π θσ(0'Shaughnessy)

チ チ ブTガ46π'ゴ 、g〃o∂soπ7πs(TemmincketSchlege1)

カ ジ カ 目Cottida

カ ジ カ 科Cottidae

ハ ナ カ ジ カCo〃 〃s"ozσ ωα6Snyder

カ レ イ 目Pleumnectida

カ レ イ 科Pleuronectidae

ヌ マ ガ レイP1α'記 〃 乃ys3'θ 〃σ'πs(Palles)
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湖
内
に
餌
料
と
な

る
小
型

の
浮
游
生
物
が
多

く
出

現
す
る

の
で
、

こ
れ
を
求

め
る
た

め
の

一
時
的

な

索
餌

移
動

か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
水

温

の
上
昇
と
と
も

に
夏
季
ま
で
に
は
再
び
本

流
に

出
て
海

に
向
う
よ
う

で
あ
る
。
特
殊
な
例
に
、

ヌ

マ
ガ

レ
イ

(
カ
ワ
ガ
レ
イ
)
と

チ

ョ
ウ
ザ

メ
が
あ

げ

ら
れ
る
。

ヌ

マ
ガ
レ
イ
は
そ

の
数

こ
そ
少

な
い

が
、

た
ま
た
ま
混
獲
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
魚

は
海

岸

で
淡
水

の
混
合
す
る
汽
水
域

に
あ
た
る
釧
路
川

の
川
口
に
常
棲
し

て
い
る
が
、
時

に
は
か
な

り
河

川

の
上
流

に
ま

で
潮
上
す
る
こ
と
が
あ
り
、

こ
の

塘

路
湖
に
も
入
り
込
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
ま

た
、

チ

ョ
ウ
ザ

メ
は
現
在
で
は
全
く
そ

の
姿

を
見

せ
な

ウトイ

い
。
し
か
し
、
過
去

に
極
め

て
ま

れ

で

は
あ

る

が
、

こ
れ
を
捕
獲
し
た
例
が
あ
る
。
昭
和
十

一
年

に
二

・
一
m
の
も

の
が
、
刺
網

に
か
か

っ
た
と
い

う
。
や
は
り
釧
路
川
を
湖
上

し
て
湖

に
入

っ
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
漁

獲
の
対
象

と
は
な
ら
な
い
が
、

そ

の
生
息
量

の
大
き

い
も

の
に
ヤ
チ
ウ
グ
イ
と
イ

バ

ラ
ト
ミ

ョ
が
あ

る
。
ヤ
チ
ウ
グ
イ
は
ウ
グ
イ
に

似
た
魚

で
、
湿
原

の
湖
沼

に
多
く
、
せ
い
ぜ
い

一

〇

伽
ほ
ど
に
し
か
な
ら
ず
、

そ
の
利
用
価
値

は
全

く
な
い
。
ト
ミ
ョ
の
類
は
、

イ
パ

ラ
ト
ミ
ョ
が
す

べ
て
で
あ

る
。

達

古
武
沼
に
生
魚

す
る
魚
類

は
シ
ラ
ル
ト

#
沼

塘
路
湖

と
ほ
ぼ
同
様

な
種
類

で
、
温
水
性
魚
類
が

比
較
的
多

い
。
ま
た
、

こ
こ
で
の
漁
業
は
古
く

か

ら
達
古
武
部
落

入
他
者

に
よ

っ
て

コ
イ
や

フ
ナ
な

ど
が
漁
獲
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
生
産

量
が
塘
路

湖
の
よ
う
に
多
く
な

い
た

め
、
漁

業

の
規
模
も
そ

れ
ほ
ど
大
き

く
な

い
。

三
、

河

川

釧
路
湿
原
を
流
れ

る
河
川

の
基

を
な
す

の
は
、

釧
路
川
で
あ

る
。
そ

の
源
を
阿
寒
国
立
公
園
内
、

屈
斜
路
湖
に
発
し
、
流
長

一
二
九
㎞
に
も
及
ぶ
が

そ

の
ほ
と
ん
ど
は
釧
路
湿
原
内
を
蛇
行
し
な
が
ら

流
下
し
、
途
中
多
く
の
支

流
を
合
併

し
て
い
る
。

釧
路
湿
原
を
流
下
す
る
釧
路
川
本
流
は
、
そ
の

河
川
の
形
態
区
分
か
ら
み
る
と
、
中
流
部
と
下
流

部
と
か
ら
に
構
成

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
流
部

は
湿
原

の
北
限

よ
り
、
新

・
旧
釧
路
川

の
分
岐
点

で
あ

る
岩
保
木
付
近
ま
で
で
、
流
れ
は
湿
原

の
東

縁
を
蛇
行

し
、
河
床
も
上
流

の
砂
礫

か
ら
砂

に
変

り
、
や
が

て
泥
ま
じ
り
の
多

い
も
の
に
移

っ
て
行

く
。下

流
部

は
岩
保
木

よ
り
河
口
ま
で
、
い
わ

ゆ
る

新
釧
路
川
と

い
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
、
湿
原
中
央
を

ゆ

っ
く
り
流
下
す
る
。

こ
れ
は
釧

路
川
を
岩
保
木

か
ら
切
り
替
え
た
直
線
放
水
路
で
、
川
幅

は
広
く

河
床

は
泥
炭

で
あ
る
。
ま
た
旧
釧

路
川
は
、
岩
保

木
水
門

で
完
全

に
た
ち
切
ら
れ
て
釧

路
港

に
通
ず

る
。
湿
原
内
、
釧
路
川
本
流
に
生
息

す
る
魚
類

に

は
、
そ

の
生
活
史

の
全
部
を
淡
水
中

で
過
す

い
わ

ゆ

る
純
淡
水
性
魚
類
と
、
淡
水
域
と
海
水
域

と
の

両
域
を
生
活

の
場
と
す

る
習
性

を
も

つ
、
湖
河

・

降
下
型
魚
類

の
二
通

り
に
大
別
す
る

こ
と
が

で
き

る
。純

淡
水
性
魚
類
と

し
て
、

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
、

エ
ゾ

ウ
グ
イ
、

コ
イ
、

フ
ナ
、

フ
ク
ド

ジ

ョ
ウ
、

ハ
ナ

カ
ジ
カ
、
イ
バ

ラ
ト
ミ
ョ
、
ウ
キ
ゴ
リ
な
ど
が
生

息

し
、
特
に

エ
ゾ
ウ
グ
イ
、

フ
ク
ド

ジ

ョ
ウ
、

ハ

ナ
カ
ジ
カ
な
ど
が
多

い
。

ま
た
、
湖

河

・
降
下
型
魚
類

に
は
淡
水

で
卵
か

ら

ふ
化
し
、
し
ば
ら
く
淡
水
中

で
過

し
た

の
ち
、

海
に
降

っ
て
成
長

し
、
ま
た
産
卵

の
た

め
戻

っ
て

く
る
サ
ク

ラ
マ
ス
、
カ

ラ
フ
ト

マ
ス
、

サ
ケ
、

ア

メ
マ
ス
、

シ
シ

ヤ
モ
、
キ

ュ
ウ
リ
ウ
オ
、

チ
カ
、

ウ
グ
イ
、

ト
ミ

ョ
な
ど
の
ほ
か
に
、
淡
水
域
と
海

水
域
あ

る
い
は
汽
水

域
と
の
間
を
単
に
移
動
す
る

こ
と
の
で
き
る
イ

ト
ウ
や

ヌ
マ
ガ

レ
イ
な
ど
で
あ

る
。
こ
の
湖
河

・
降

下
型
魚
類
の
う
ち
で
サ
ケ
科

及
び
ワ
カ
サ
ギ
科

の
も
の
は
、
水
産
業
上
非
常

に

重
要
な
も

の
で
あ

り
、
特
に
サ
ケ
や
シ
シ
ャ
モ
は

人
工
採
卵

ふ
化
放

流
を
行

い
、
そ
の
漁
業

の
た
め

の
資
源
維
持

に
努

め
て
い
る
。
分
布
生
息
量

の
多

い
も

の
は
ウ
グ
イ
で
あ

る
。
こ
れ
ら
本
流
に
生
息

す
る
魚
類
の
分
布

は
、
外
囲
の
環
境
変
化
、
自
己

の
成
長
過
程
、
産
卵
行
動
な
ど
の
潮
河
降
下

の
時

期
的
移
動
や
、
捕
獲

の
た
め

の
人
為
的
湖
河

阻
止

な

ど
も
考
慮

に
入
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

釧
路
川
の
代

表
的
支
川

に
は
、
上
よ
り
オ

ソ
ツ

ベ
ツ
川
、

ヌ
マ
ホ

ロ
川
、

コ
ッ
タ

ロ
川
、
久
著
呂

川
、
雪
裡
川
、
幌

呂
川

及
び
仁

々
志
別

川
な
ど
が

あ

り
、
そ
れ
ら
が

す
べ
て
釧
路
川
本
流
の
右
岸

に

注
入
し

て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
支
川
群

は
北
部

の
丘
陵
台
地
よ
り
流

れ
出
し
、
湿
原
内
を
き
わ

め

て
ゆ
る
や
か
に
蛇
行

し
な
が
ら
流
下
す
る
。
時

に

は
流
路
が
複
雑
な
乱
流
を
呈
し
、
沼
池

や
池
塘
な

ど
を
共
有

し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地
域

が
海
抜
五

m
に
み
た
な

い
低
位
置

に
あ
る
こ
と

か

ら
も
う
な
づ
け

る
こ
と
で
、
河
川

の
増
水
期

に
小

船

で
乗
り
込
む

と
流
路
が
迷
路
の
ご
と
く
な

り
、

い
ず
れ

の
水
系

に
属
す

る
の
か
全
く
判
断

に
苦

し

む

こ
と
が
ま
ま
あ

る
。

し
か
し
支
川

の
上

・
中
流

部

は
、
台
地
の
低
地
帯
を
流
れ
、
釧
路
湿
原

の
限

界
域
を
造

っ
て
い
る
。
河
床
も
砂
礫

の
見
ら
れ

る

ヱ6



と

こ
ろ
も
あ
り
、
台
地

か
ら

の
湧
水
が
集
ま
り
、

分
枝
流
を
形
成

し
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
い
。

こ
れ
ら
各
支
川

は
河
川

の
形
態
が
上

・
中

・
下

流
と

一
連
し
た
も
の
を
も

っ
て
い
る
た
め
、
そ

こ

に
棲
む
魚
相
も
本
州

で
い
う
イ

ワ
ナ
域
、
ヤ

マ
ベ

域
、

ウ
グ
イ
域
と
い
う
よ
う

に
ま

で
は

っ
き

り
区

別
す

る
ま

で
に
は
ゆ
か
な

い
が

台
地

の
間
げ
き

を
流
れ

る
上

・
中
流
と
広
大
な
湿
原
内

の
下
流
域

と

で
は
常
棲
す
る
魚
類

の
分
布
が
異

っ
て
い
る
。

上

・
中
域

で
特
に
多
い
の
は
、

エ
ゾ

ウ
グ
イ
、

イ

パ

ラ
ト

ミ
ヨ

ハ
ナ
カ
ジ
カ
で
こ
れ

に
ビ
リ

ン
ゴ

ス
ナ

ヤ
ツ
メ
、

ヤ
マ
ベ
、

ア
メ
マ
ス
な
ど
が

つ
づ

く
。

也
馬喝
'沼

下
流
域

で
は
本
流
生
息
魚

に
似

る
が
、

シ
シ
ャ

モ
は
支
流
は
潮
河
し
な

い
。
し
か
し
時
期

に
よ
り

ふ
化
場

よ
り

の
降

下
サ
ケ
幼
魚
が
あ
り
、
ア

メ
マ

ス
、

イ
ト
ウ
も
釣
獲
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が

近
年
来
、
特
に
イ

ト
ウ
の
減
少
が
目
立

つ
。
興
味

あ

る
こ
と
と
し

て
、
ト
ミ

ヨ
属

の
分
布

が
あ

る
。

筆

者
は
過
去
、
釧
路
川
水
系

で
は
、
イ
パ

ラ
ト
ミ

ヨ
の
み
で

エ
ゾ

ト
ミ
ヨ
は
確
認
し
て

い
な
か

っ
た

が
、
チ
ル
ワ
ツ
ナ
イ
川
下
流

で
こ
の
生
息

の
確
認

を
得

た
。
そ
れ
も
、

こ
れ
が

チ
ル
ワ
ツ
ナ
イ
流
域

の
み
に
イ
パ
ラ
ト
ミ
ヨ
と
混
棲

し
て
い
る
こ
と
は

注
目
す

べ
き

こ
と
で
あ
り
、
湿
原
内

で
は
こ
の
流

域

に
し
か
生
息

し
な

い
の
か
、
交
流
河
川
と

の
関

係
も
考
え
て
再
検
討

の
余
地
が
残
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
湧
水
小
河
川

は
、
冬
季
間
水
温
が
高
く
、
そ

の
外
囲
環
境

が
安
定

し
て
い
る
た
め
か
、

ト
ミ
ヨ

属
、
ウ
グ
イ
、

ス
ナ
ヤ
ツ
メ
、

ハ
ナ
カ
ジ

カ
、
ビ

リ
ソ
ゴ
な
ど
の
純
淡
水
性
魚
類
や
湖
河
性
魚
類
で

も
越
年

す
る
ヤ

マ
ベ
の
よ
う
な
魚

に
と

っ
て
は
、

冬
季
最
も
安
住
な
生
活
場
所

と
な

っ
て
い
る
。

四
、

沼

池

沼
池
と

い
う
語

を
水
域

の
区

分
け

の
た

め
に
使

用
す

る
こ
と
は
適
当

で
あ
る
か
否
か
は
、
甚
だ
疑

問

で
あ
る
が
、

こ
こ
で
い
う
沼
池
と

は

一
般

に
い

わ
れ

て
い
る
池

・
沼
と

は
形
態

や
規
模

に
お
い
て

異
な

る
場
合
も
あ

り
、
湿
原
内
の
泥
炭
沼
地

の
い

た

る
と

こ
ろ
に
み
ら
れ

る
も
の
で
、
水
流

は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
い
わ
ゆ
る
水
溜
り
的
存
在

で
、
増
水

期

に
は
各

河
川

と
も
連
絡
す
る
で
あ

ろ
う
と

こ
ろ

の
陸
水
域
を
指

し
、
河
川

・
湖
沼
と
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
も

の
と
解
釈
さ
れ
た

い
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
各
河
川
と
の
交
流
が
比

較
的
少
な
く
な
い
た
め
か
、
そ

の
水
質
が

一
般

に

い
わ
ゆ
る
谷
地
水

で
、
酸

素
量
、
州
と
も

に
低

い

価
を
示
す
。
し
た
が

っ
て
生
息
す
る
魚
類
も
、

こ

れ
ら

の
環
境
要
因
に
適
応
性

の
強

い
ウ
グ
イ
、

ヤ

チ
ウ
グ
イ
、
イ
バ

ラ
ト
ミ

ョ
な
ど

に
限
定
さ
れ

る

よ
う
で
あ

る
。
移
動
性

の
強

い
魚
類
は
増
水
期
以

外

、
全
く

み
ら
れ
な

い
。

昭
和
四
十

七
年
七
月
、
温
根
内
近
く

の
赤
沼

及

び
そ
の
付
近

の
小
さ
な
水
溜

り
か
ら
魚
類
の
採
集

を
行

っ
た
結
果
、

こ
の
地
域

の
沼
地

に
は

ヤ
チ
ウ

グ
イ
、

イ
バ

ラ
ト
ミ
ヨ
が
優
占

し
、

こ
れ
に

ハ
ぜ

類

の
ビ

リ
ン
ゴ
が
加

っ
た
が
、

ハ
ゼ
の
場
合
、
そ

の
生
活
条
件

か
ら
み
て
、
こ
の
付
近
で
も
両
が
、

中
性

で
あ

る
赤
沼

の
み
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ

ろ

う
。

こ
の
赤
沼

の
岡
が
中
性

で
あ
る

こ
と
は
、
沼

池

と
し

て
特
殊
な
例
と
も
考
え
ら
れ
、
湖
河
性
魚

類

で
あ

る
イ
ト
ウ
、

ア
メ

マ
ス
の
生
息
に
関

心
を

も

っ
て
臨

ん
だ
が
そ

の
確
認
が

で
き
な
か

っ
た
。

五
、
む
す
び

湿
原
内

の
水
域
を
、
そ
の
形
態
、
環
境

な
ど
よ

り
河
川
、
湖
沼
お
よ
び
沼
池

の
三

つ
に
大
別

し
、

そ
れ
ぞ
れ

の
生
息
魚
を
記
し
た
。
生
息
魚
に
は
、

純
淡
水
性
魚
類

と
湖
河

・
降
下
型
魚
類
に
分

か
れ

る
。
そ

の
生
息
分
布
に
は
、
水

の
流
れ
が
大
き
な

要
因

の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
勾
配
が
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
水
域
が
多
く
、

魚
類

の
混
棲
す
る
範
囲
は
広

い
。
湿
原
内
水
域

の

優
占
種

は
イ
バ
ラ
ト
ミ
ョ
と
ビ
リ
ン
ゴ
で
あ

る
。

水
産
業
上
重
要
な
魚
類
も
多
く
、
湖
沼
増

殖
や
人

工
ふ
化
事
業
が
盛

ん
で
あ
る
。

釧
路
湿
原
の
魚
類

に
つ
い
て
の
生
息
分
布
、
習

性

な
ど
の
調
査
は
未
だ
充
分
と
い
え
な
い
状
態

に

あ
り
、
今
回
は

一
般
的
概
要
に
と
ど
ま

っ
た
が
、

近
年
来
、
急
激
な
文

化
の
発
達
に
伴

い
、
水

資
源

の
開
発
が
進
む
に

つ
れ

て
そ

の
環
境
を
刻

々
と
変

え

つ
つ
あ

る
河
川
が
少
な
く
は
な
く
、
釧
路
湿
原

内
水
域
も

こ
れ
ら
の
点

で
憂
慮
す
べ
き
事
項
が

ひ

ん
発
し
て
い
る
現
状

に
あ
り
、
潮
河

・
降
下
す
る

魚
類
は
勿
論

の
こ
と
、

こ
の
水
域
内

の
す

べ
て
を

減
少
、
絶
滅
さ
せ
、
繁
殖
を
不
可
能

に
す
る
危
険

性
が
あ

る
。

こ
れ

は
水
産

資
源

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
然

保

護
の
立
場
か
ら
も
憂
う

べ
き

こ
と

で
あ

り
、
わ

れ
わ
れ

は
こ
の
水
域

に
棲
む
魚
類
を

二
度
と
再
現

で
き
な

い
状
態

に
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
以
上
に

適
切
な

る
保
護
、
増
殖
を
は
か
り
、

こ
の
水
域
を

魚
の
豊
庫
と
し
た
い
も

の
で
あ

る
。

(北
海
道
教
育
大
学
釧
路
分
校
)
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